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(57)【要約】
【課題】省労力の簡単な作業と低コストで、ユーザーの
好みに近い物品外観や表示画像のデザインを得ることが
できるデザイン生成装置を提供する。
【解決手段】物品外観若しくは表示画像に対する第１の
領域１ａ等のデータと、第１の領域１ａ等内の一部であ
る色彩変更可能な第２の領域２ａ等のデータとを格納し
、複数の色彩のデータと、複数の色彩の各々に対応する
色彩の評価データとを格納し、入力される抽出キーに対
する各色彩の評価データの直接的若しくは間接的な相関
度を取得し、少なくとも相関度が最大である色彩の評価
データに対応する色彩を格納する複数の色彩の中から抽
出し、第２の領域に抽出した色彩を施した第１の領域を
生成し、その第１の領域を表示部１６で表示する或いは
ユーザー端末３０に送信するデザイン生成装置１０。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物品外観若しくは表示画像に対する第１の領域のデータと、前記第１の領域内の一部で
ある色彩変更可能な第２の領域のデータとを格納し、
　複数の色彩のデータと、前記複数の色彩の各々に対応する色彩の評価データとを格納し
、
　入力される抽出キーに対する各色彩の評価データの直接的若しくは間接的な相関度を取
得し、少なくとも前記相関度が最大である色彩の評価データに対応する色彩を前記格納す
る複数の色彩の中から抽出し、
　前記第２の領域に前記抽出した色彩を施した前記第１の領域を生成する
　ことを特徴とするデザイン生成装置。
【請求項２】
　前記物品外観若しくは前記表示画像に対する第１の領域を所定範囲の模様領域とし、
　前記第２の領域を前記所定範囲の模様領域内の部分的な領域とすることを特徴とする請
求項１記載のデザイン生成装置。
【請求項３】
　複数の前記所定範囲の模様領域と、色彩変更可能な前記所定範囲の模様領域内の部分的
な領域と、前記複数の模様領域の各々に対応する模様の評価データを格納し、
　入力される抽出キーに対する各模様の評価データの直接的若しくは間接的な相関度を取
得し、少なくとも前記相関度が最大である模様の評価データに対応する前記所定範囲の模
様領域を抽出し、
　前記抽出した前記所定範囲の模様領域内の前記部分的な領域に前記抽出した色彩を施し
た前記所定範囲の模様領域を生成することを特徴とする請求項２記載のデザイン生成装置
。
【請求項４】
　前記生成した第１の領域、若しくは前記生成した第１の領域に修正が施された修正後の
第１の領域を出力することを特徴とする請求項１～３の何れかに記載のデザイン生成装置
。
【請求項５】
　専門家による物品外観若しくは表示画像に対する専門家デザイン領域を格納し、
　前記抽出した色彩を施して生成した前記第１の領域と前記専門家デザイン領域との相関
度を取得し、少なくとも前記相関度が最大である専門家デザイン領域を抽出し、
　前記抽出した専門家デザイン領域を出力することを特徴とする請求項１～３の何れかに
記載のデザイン生成装置。
【請求項６】
　入力される抽出キーに対する相関度が大きい順に複数の色彩の評価データを取得して前
記複数の色彩の評価データの各々に対応する複数の色彩を前記格納する複数の色彩の中か
ら抽出し、
　前記第２の領域内の複数の細分領域の各々に前記複数の色彩の各々を施した複数種類の
前記第１の領域を生成して出力することを特徴とする請求項１～３の何れかに記載のデザ
イン生成装置。
【請求項７】
　前記色彩の評価データ、前記所定範囲の模様領域の評価データ若しくはその双方の評価
データとして、
　複数の基準感性語に対する評価値を要素とする評価ベクトルと、
　前記複数の基準感性語の各々に対応する、複数の基本要素に対する評価値を要素とする
基準感性語ベクトルとを格納し、
　入力される抽出キーに対応する、複数の基本要素に対する評価値を要素とする抽出ベク
トルを取得し、
　格納されている前記基準感性語ベクトルの各々と前記抽出ベクトルとの第１の相関量を
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それぞれ算出し、
　前記算出した各第１の相関量を要素とする感性特徴ベクトルを取得し、
　前記格納されている前記評価ベクトルの各々と前記感性特徴ベクトルとの第２の相関量
をそれぞれ算出し、
　前記第２の相関量が最大である前記評価ベクトルに対応する複数の色彩、複数の所定範
囲の模様領域若しくはその双方を抽出することを特徴とする請求項１～６の何れかに記載
のデザイン生成装置。
【請求項８】
　ユーザー端末から送信される前記抽出キーが通信網を介して入力され、
　前記生成した第１の領域、前記修正後の第１の領域若しくは前記抽出した専門家デザイ
ン領域を出力して通信網を介して前記ユーザー端末に送信し、
　前記第１の領域、前記修正後の第１の領域若しくは前記専門家デザイン領域の指定情報
を通信網を介して前記ユーザー端末から受信し、
　前記第１の領域、前記修正後の第１の領域若しくは前記専門家デザイン領域に基づく物
品外観の物品の受注情報若しくは表示画像の受注情報を記憶することを特徴とする請求項
１～７の何れかに記載のデザイン生成装置。
【請求項９】
　物品外観若しくは表示画像に対する第１の領域のデータと、前記第１の領域内の一部で
ある色彩変更可能な第２の領域のデータとを格納する手段と、
　複数の色彩のデータと、前記複数の色彩の各々に対応する色彩の評価データとを格納す
る手段と、
　入力される抽出キーに対する各色彩の評価データの直接的若しくは間接的な相関度を取
得し、少なくとも前記相関度が最大である色彩の評価データに対応する色彩を前記格納す
る複数の色彩の中から抽出する手段と、
　前記第２の領域に前記抽出した色彩を施した前記第１の領域を生成する手段と
　してコンピュータを機能させることを特徴とするデザイン生成プログラム。
 
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば布地の外観など色彩を有する物品の外観や、電子書籍、携帯電話など
の色彩を有する表示画像のデザインを生成するデザイン生成装置及びデザイン生成プログ
ラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、物品の外観等のデザインに関連する技術として、特許文献１の織物分類装置があ
る。この織物分類装置は、均質に高い信頼性を持って織物を分類するために、分類対象の
織物及び標準織物の規格データを記憶し、織物の各特徴要素に関する確信値で表した特徴
データを規格データから算出し、算出した分類対象織物及び標準織物の特徴データを記憶
し、記憶した特徴データから分類対象織物と最も類似した標準織物を検索するものである
。
【０００３】
　また、特許文献２には、織物を合目的に分類して高速に検索できるようにするための織
物組織検索方法が開示されている。この方法は、所定の範囲の織物組織図を二値化された
二次元配列に変換し、この二次元配列の各行及び各列の和からなる配列情報に基づいてデ
ータ組織パターンとマスター組織パターンとのパターンマッチングを行い、その後に、二
値化される以前の所定の範囲の織物組織図の配列情報に基づいてパターンマッチングを行
うものである。尚、その他の先行技術文献として特許文献３がある。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平８－２８５８３８号公報
【特許文献２】特開２００１－３１８９２４号公報
【特許文献３】特開２００１－３３７９９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、特許文献１、２の技術は織物を適切に分類して検索し、ユーザーの好みに近
い織物の外観のデザインを得るのに役立てることが可能であるものの、ユーザーの好みに
近いデザインを得る場合、これらの技術とユーザーとの間に精通した当業者が立ち、ユー
ザーの感性を良く理解して当業者が検索を行うことが必要となる。即ち、熟練した高度な
専門家の存在とその作業が必要となり、煩雑な作業と多大なコストが求められる。これら
の不具合は、織物など布地以外にも、物品外観に色彩を有する他の物品の外観デザインで
も同様に生ずる。また、同様の不具合は、電子書籍や携帯電話の表示画像等の色彩を有す
る表示画像のデザインでも生じ得る。
【０００６】
　本発明は上記不具合を解消するために提案するものであって、省労力の簡単な作業と低
コストで、ユーザーの好みに近い物品外観や表示画像のデザインを得ることができるデザ
イン生成装置及びデザイン生成プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のデザイン生成装置は、物品外観若しくは表示画像に対する第１の領域のデータ
と、前記第１の領域内の一部である色彩変更可能な第２の領域のデータとを格納し、複数
の色彩のデータと、前記複数の色彩の各々に対応する色彩の評価データとを格納し、入力
される抽出キーに対する各色彩の評価データの直接的若しくは間接的な相関度を取得し、
少なくとも前記相関度が最大である色彩の評価データに対応する色彩を前記格納する複数
の色彩の中から抽出し、前記第２の領域に前記抽出した色彩を施した前記第１の領域を生
成することを特徴とする。
　この構成によれば、省労力の簡単な作業と低コストで、ユーザーの好みに近い物品外観
や表示画像のデザインを得ることができる。
【０００８】
　本発明のデザイン生成装置は、前記物品外観若しくは前記表示画像に対する第１の領域
を所定範囲の模様領域とし、前記第２の領域を前記所定範囲の模様領域内の部分的な領域
とすることを特徴とする。
　この構成によれば、省労力の簡単な作業と低コストで、ユーザーの好みに近い色彩が模
様に施された物品外観や表示画像のデザインを得ることができる。
【０００９】
　本発明のデザイン生成装置は、複数の前記所定範囲の模様領域と、色彩変更可能な前記
所定範囲の模様領域内の部分的な領域と、前記複数の模様領域の各々に対応する模様の評
価データを格納し、入力される抽出キーに対する各模様の評価データの直接的若しくは間
接的な相関度を取得し、少なくとも前記相関度が最大である模様の評価データに対応する
前記所定範囲の模様領域を抽出し、前記抽出した前記所定範囲の模様領域内の前記部分的
な領域に前記抽出した色彩を施した前記所定範囲の模様領域を生成することを特徴とする
。
　この構成によれば、省労力の簡単な作業と低コストで、ユーザーの好みに近い色彩がユ
ーザーの好みに近い模様に施された物品外観や表示画像のデザインを得ることができる。
【００１０】
　本発明のデザイン生成装置は、前記生成した第１の領域、若しくは前記生成した第１の
領域に修正が施された修正後の第１の領域を出力することを特徴とする。
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　この構成によれば、省労力の簡単な作業と低コストで、ユーザーの好みに近い物品外観
や表示画像のデザインを介在者を要さずに得ることや、或いは専門家等が修正したよりセ
ンスの高い状態で、ユーザーの好みに近い物品外観や表示画像のデザインを得ることがで
きる。
【００１１】
　本発明のデザイン生成装置は、専門家による物品外観若しくは表示画像に対する専門家
デザイン領域を格納し、前記抽出した色彩を施して生成した前記第１の領域と前記専門家
デザイン領域との相関度を取得し、少なくとも前記相関度が最大である専門家デザイン領
域を抽出し、前記抽出した専門家デザイン領域を出力することを特徴とする。
　この構成によれば、省労力の簡単な作業と低コストで、ユーザーの好みに近い専門家の
デザインによる物品外観や表示画像のデザインを得ることができる。
【００１２】
　本発明のデザイン生成装置は、入力される抽出キーに対する相関度が大きい順に複数の
色彩の評価データを取得して前記複数の色彩の評価データの各々に対応する複数の色彩を
前記格納する複数の色彩の中から抽出し、前記第２の領域内の複数の細分領域の各々に前
記複数の色彩の各々を施した複数種類の前記第１の領域を生成して出力することを特徴と
する。
　この構成によれば、模様領域や物品表面領域等の複数箇所の細分領域にそれぞれユーザ
ーの好みに近い色彩を施した物品外観や表示画像のデザインを得ることが可能となり、ユ
ーザーの好みにより近い複雑なデザインを得ることができる。
【００１３】
　本発明のデザイン生成装置は、前記色彩の評価データ、前記所定範囲の模様領域の評価
データ若しくはその双方の評価データとして、複数の基準感性語に対する評価値を要素と
する評価ベクトルと、前記複数の基準感性語の各々に対応する、複数の基本要素に対する
評価値を要素とする基準感性語ベクトルとを格納し、入力される抽出キーに対応する、複
数の基本要素に対する評価値を要素とする抽出ベクトルを取得し、格納されている前記基
準感性語ベクトルの各々と前記抽出ベクトルとの第１の相関量をそれぞれ算出し、前記算
出した各第１の相関量を要素とする感性特徴ベクトルを取得し、前記格納されている前記
評価ベクトルの各々と前記感性特徴ベクトルとの第２の相関量をそれぞれ算出し、前記第
２の相関量が最大である前記評価ベクトルに対応する複数の色彩、複数の所定範囲の模様
領域若しくはその双方を抽出することを特徴とする。
　この構成によれば、ユーザーの感性に即応する物品外観や表示画像のデザインを得るこ
とができ、ユーザーの潜在的な感性や嗜好に合致する物品外観や表示画像を得ることも可
能となる。
【００１４】
　本発明のデザイン生成装置は、ユーザー端末から送信される前記抽出キーが通信網を介
して入力され、前記生成した第１の領域、前記修正後の第１の領域若しくは前記抽出した
専門家デザイン領域を出力して通信網を介して前記ユーザー端末に送信し、前記第１の領
域、前記修正後の第１の領域若しくは前記専門家デザイン領域の指定情報を通信網を介し
て前記ユーザー端末から受信し、前記第１の領域、前記修正後の第１の領域若しくは前記
専門家デザイン領域に基づく物品外観の物品の受注情報若しくは表示画像の受注情報を記
憶することを特徴とする。
　この構成によれば、ユーザーはユーザー端末から好みに近い物品外観のデザインを有す
る物品や表示画像を発注して簡単に得ることができる。また、デザイン生成装置の運営者
は、ユーザーの簡単な操作でユーザーの好みに近い物品外観を有する物品や表示画像を提
供するサービスを行うことができ、新しいビジネスモデルを創出することができる。
【００１５】
　本発明のデザイン生成プログラムは、物品外観若しくは表示画像に対する第１の領域の
データと、前記第１の領域内の一部である色彩変更可能な第２の領域のデータとを格納す
る手段と、複数の色彩のデータと、前記複数の色彩の各々に対応する色彩の評価データと
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を格納する手段と、入力される抽出キーに対する各色彩の評価データの直接的若しくは間
接的な相関度を取得し、少なくとも前記相関度が最大である色彩の評価データに対応する
色彩を前記格納する複数の色彩の中から抽出する手段と、前記第２の領域に前記抽出した
色彩を施した前記第１の領域を生成する手段としてコンピュータを機能させることを特徴
とする。
　この構成によれば、省労力の簡単な作業と低コストで、ユーザーの好みに近い物品外観
や表示画像のデザインを得ることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、少なくとも色彩を有する物品や表示画像について、省労力の簡単な作
業と低コストで、ユーザーの好みに近い物品外観や表示画像のデザインを得ることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】第１実施形態のデザイン生成装置と通信網を介して接続されているユーザー端末
を示す全体構成図。
【図２】物品外観である布地或いは織物の表面を示す図。
【図３】物品外観である鞄の表面を示す図。
【図４】表示画像である検索画面を示す図。
【図５】色彩評価格納部の詳細構成を示す図。
【図６】色彩感性評価テーブルを示す図。
【図７】基準感性語定義テーブルを示す図。
【図８】一般語定義テーブルを示す図。
【図９】第１実施形態のデザイン生成装置によるデザイン生成処理の実行手順を示すフロ
ーチャート。
【図１０】物品外観である布地或いは織物の表面の別例を示す図。
【図１１】第２実施形態のデザイン生成装置によるデザイン生成処理の実行手順を示すフ
ローチャート。
【図１２】第３実施形態のデザイン生成装置と通信網を介して接続されているユーザー端
末を示す全体構成図。
【図１３】模様評価格納部の詳細構成を示す図。
【図１４】模様感性評価テーブルを示す図。
【図１５】第３実施形態のデザイン生成装置によるデザイン生成処理の実行手順を示すフ
ローチャート。
【図１６】第４実施形態のデザイン生成装置と通信網を介して接続されているユーザー端
末を示す全体構成図。
【図１７】第４実施形態のデザイン生成装置によるデザイン生成処理及び専門家デザイン
領域の抽出の実行手順を示すフローチャート。
【図１８】第３実施形態の変形例のデザイン生成装置と通信網を介して接続されているユ
ーザー端末を示す全体構成図。
【図１９】（ａ）は図１８の色彩評価格納部の詳細構成を示す図、（ｂ）は図１８の模様
評価格納部の詳細構成を示す図。
【図２０】図１８の変形例における基準感性語定義テーブルを示す図。
【図２１】第３実施形態の変形例のデザイン生成装置によるデザイン生成処理の実行手順
を示すフローチャート。
【図２２】第３実施形態の別の変形例のデザイン生成装置と通信網を介して接続されてい
るユーザー端末を示す全体構成図。
【図２３】図２２の別の変形例における基準感性語定義テーブルを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
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　〔第１実施形態のデザイン生成装置〕
　次に、本発明による第１実施形態のデザイン生成装置について説明する。
【００１９】
　第１実施形態のデザイン生成装置１０は、図１に示すように、デザイン生成プログラム
等の制御プログラムに従って各種制御を実行する制御部１１と、各種の制御プログラムを
記憶するＲＯＭ等の制御プログラム記憶部１２と、データを一時的に記憶してワーキング
領域として機能するＲＡＭ等のワーキングメモリ１３と、各種のデータを記憶する記憶部
であるハードディスク１４と、キーボードやマウス或いはタッチパネル或いはボタン或い
はマイクロフォン等の入力部１５と、ディスプレイ等の表示部１６と、制御プログラムに
従って通信制御を実行する通信制御部１７とを備え、インターネット等の通信網２０を介
して、携帯電話、電子書籍或いはパーソナルコンピュータ等の制御部、記憶部、入力部、
表示部を有するユーザー端末３０に接続される。
【００２０】
　ハードディスク１４の記憶領域には、物品外観若しくは表示画像若しくはその双方に対
する第１の領域のデータと、第１の領域内の一部である色彩変更可能な第２の領域のデー
タとを格納する領域格納部１４１と、複数の色彩のデータを格納する色彩格納部１４２と
、色彩格納部１４２に格納されている複数の色彩の各々について対応する色彩の評価デー
タを格納する色彩評価格納部１４３とが設けられている。
【００２１】
　領域格納部１４１には、例えば物品外観である布地或いは織物の表面に関するデータが
格納される場合、図２の全体領域に相当する布地或いは織物の一部分の模様領域を第１の
領域１ａとしてデータが格納され、第１の領域１ａ内で横方向に延びる糸状或いは線状の
部分的な領域を色彩変更可能な第２の領域２ａとしてデータが格納される。また、例えば
物品外観である鞄の表面に関するデータが領域格納部１４１に格納される場合には、図３
の全体領域に相当する鞄の全体領域を第１の領域１ｂとしてデータが格納され、第２の領
域１ｂ内で鞄の手提げ部の領域を色彩変更可能な第２の領域２ｂとしてデータが格納され
る。また、例えば表示画像である検索画面に関するデータが領域格納部１４１に格納され
る場合には、図４の全体領域に相当する検索画面の全体領域を第１の領域１ｃとしてデー
タが格納され、第２の領域２ｃ内で検索画面の「検索」の文字領域を色彩変更可能な第２
の領域２ｃとしてデータが格納される。第２の領域を有する第１の領域は選択可能に複数
格納することが好ましい。また、第１の領域、第２の領域のデータ形式は、ＷＩＦ形式、
ＪＰＥＧ形式など適宜であるが、第１の領域が織物でその部分的な領域の色彩を変更する
場合にはＷＩＦ形式とすると好適である。
【００２２】
　色彩評価格納部１４３には、例えば図５に示すように、色彩感性評価テーブル１４３１
と、基準感性語定義テーブル１４３２と、一般語定義テーブル１４３３とが設定記憶され
る。
【００２３】
　色彩感性評価テーブル１４３１は、例えば図６に示すように、２５６個の色彩ｃ1、ｃ2

、…ｃ256と、４０語の基準感性語ｔ1、ｔ2、…ｔ40とを用い、各色彩ｃiの印象をそれぞ
れ４０語の基準感性語ｔ1、ｔ2、…ｔ40で感性的に評価した評価データを記憶する。この
評価データは、例えば任意の色彩ｃiが「明るい」、「力強い」、「落ち着いた」、「上
品な」、「暖かい」等の各基準感性語ｔiに当てはまる場合に評価値「１」、当てはまら
ない場合に評価値「－１」、どちらでもない場合に評価値「０」で評価する。任意の色彩
ｃiが各基準感性語ｔiに当てはまる、当てはまらない、どちらでもないの評価には心理学
上の統計データを用い、例えば「１」と評価した被験者が多いものは「１」、「－１」と
評価した被験者が多いものは「－１」、「０」と評価した被験者が多いものは「０」とす
る。尚、色彩数は本例では２５６個としているが、その数は適宜である。また、本例の基
準感性語ｔは４０語としているが、その数は１０～３００程度など、色彩ｃを基準感性語
ｔで評価する心理学的なアンケートを実施し得る低オーダーの適宜の個数とすることが可
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能である。
【００２４】
　この色彩感性評価テーブル１４３１においては、各色彩ｃ1、ｃ2、…ｃ256について、
各々４０語の基準感性語ｔ1、ｔ2、…ｔ40の評価値を要素とする色彩ベクトルＣ1、Ｃ2、
…Ｃ256を評価ベクトルとして認識することが可能であり、換言すれば色彩感性評価テー
ブル１４３１は、色彩ｃ1、ｃ2、…ｃ256と基準感性語ｔ1、ｔ2、…ｔ40の相関関係を表
す色彩ベクトルＣ1、Ｃ2、…Ｃ256のデータを記憶している。
【００２５】
　基準感性語定義テーブル１４３２は、例えば図７に示すように、４０語の基準感性語ｔ

1、ｔ2、…ｔ40と、２０００語の基本語ｗ1、ｗ2、…ｗ2000とを用い、各基準感性語ｔi

をそれぞれ２０００語の基本語ｗ1、ｗ2、…ｗ2000で定義したデータを記憶する。基準感
性語定義テーブル１４３２のデータでは、任意の基準感性語ｔiの基本語ｗiによる定義に
於いて、基本語ｗiが肯定的な意味で使用されている場合には評価値「１」、否定的な意
味で使用されている場合には評価値「－１」、肯定・否定のどちらでもない場合には評価
値「０」で評価している。
【００２６】
　この基準感性語ｔiは例えばロングマン（登録商標）英英辞書の一般語に含まれる感性
語、好ましくは、色彩の印象を表現するに適した形容詞（感性語）とし、基本語ｗiは例
えばロングマン英英辞書で前記感性語を含む一般語を定義する基本語とし、ロングマン英
英辞書の基本語による感性語の定義に於いて、基本語が肯定的な意味で使用されている場
合には評価値「１」、否定的な意味で使用されている場合には評価値「－１」、肯定・否
定のどちらでもない場合は評価値「０」とすることが可能である。尚、本例の基本語ｗは
２０００個としているが、基本語ｗの個数は基準感性語ｔの個数より多く、後述の一般語
ｋの個数よりも少ない１０００程度の中オーダーの適宜の個数とすることが可能であり、
例えば１０００語～３０００語等とすることが可能である。
【００２７】
　基準感性語定義テーブル１４３２においては、各基準感性語ｔ1、ｔ2、…ｔ40について
、複数の基本要素に相当する各々２０００語の基本語ｗ1、ｗ2、…ｗ2000の評価値を要素
とする基準感性語ベクトルＴ1、Ｔ2、…Ｔ40を認識することが可能であり、換言すれば基
準感性語定義テーブル１４３２は、基準感性語ｔ1、ｔ2、…ｔ40と基本語ｗ1、ｗ2、…ｗ

2000の相関関係を表す基準感性語ベクトルＴ1、Ｔ2、…Ｔ40のデータを記憶している。
【００２８】
　一般語定義テーブル１４３３は、図８に示すように、６万語の一般語ｋ1、ｋ2、…ｋ60

000と、２０００語の基本語ｗ1、ｗ2、…ｗ2000とを用い、各一般語ｋiをそれぞれ２００
０語の基本語ｗ1、ｗ2、…ｗ2000で定義したデータを記憶する。一般語定義テーブル１４
３３のデータでは、任意の一般語ｋiの基本語ｗiによる定義に於いて、基本語ｗiが肯定
的な意味で使用されている場合には評価値「１」、否定的な意味で使用されている場合に
は評価値「－１」、肯定・否定のどちらでもない場合に評価値「０」で評価している。こ
の一般語ｋiは例えばロングマン英英辞書の一般語、基本語ｗiは例えばロングマン英英辞
書の一般語を定義する基本語とし、ロングマン英英辞書の基本語による一般語の定義に於
いて、基本語が肯定的な意味で使用されている場合には評価値「１」、否定的な意味で使
用されている場合には評価値「－１」、肯定・否定のどちらでもない場合は評価値「０」
とすることが可能である。尚、本例の一般語ｋは６万語としているが、一般語ｋの個数は
基本語ｗの個数より多い１万～１０万の高オーダーの適宜の個数とするが可能であり、例
えば３万語～１０万語等とすることが可能である。また、基本語ｗは、基準感性語ｔを含
む一般語を定義可能なものであれば適宜のものを用いることが可能である。
【００２９】
　一般語定義テーブル１４３３においては、各一般語ｋ1、ｋ2、…ｋ60000について、各
々２０００語の基本語ｗ1、ｗ2、…ｗ2000の評価値を要素とする一般語ベクトルＫ1、Ｋ2

、…Ｋ60000を認識することが可能であり、換言すれば一般語定義テーブル１６３は、一
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般語ｋ1、ｋ2、…ｋ60000と基本語ｗ1、ｗ2、…ｗ2000の相関関係を表す一般語ベクトル
Ｋ1、Ｋ2、…Ｋ60000のデータを記憶している。
【００３０】
　次に、第１実施形態のデザイン生成装置１０のデザイン生成処理の実行手順について説
明する（図９参照）。
【００３１】
　先ず、デザイン生成装置１０の制御部１１は、所定の制御プログラムに従い、図２の第
１の領域１ａ内に色彩変更可能な第２の領域２ａを有する布地或いは織物の一部分の領域
など、第２の領域を有する第１の領域或いは選択された第２の領域を有する第１の領域を
表示部１６で表示し、更に、その表示画面における所定ボタンの指定入力により、抽出キ
ーの入力欄と抽出実行ボタンを有する画面を表示部１６に表示する。そして、ユーザーが
入力部１５により、本例ではキーワードである所望の抽出キーの入力及び抽出実行ボタン
の指定入力を行うと、制御部１１は、抽出キーに対応する色彩の抽出実行入力を受け付け
て入力された抽出キーを認識し、抽出キーに対応する一般語定義テーブル１４３３の単数
の一般語ｋｍ或いは複数の一般語ｋｍ、ｋn等を特定する（Ｓ１０１）。
【００３２】
　次いで、制御部１１は、一般語定義テーブル１４３３の基本語ｗ1、ｗ2、…ｗ2000を基
底とする一般語ベクトルＫ1、Ｋ2、…K60000の中から、前記抽出した一般語ｋm或いは一
般語ｋm、ｋn等の基本語ｗ1、ｗ2、…ｗ2000を基底とする一般語ベクトルKm或いは一般語
ベクトルKm、Kn等を抽出し（Ｓ１０２）、一般語ベクトルが複数である場合には、抽出し
た一般語ベクトルKm、Kn等の和である２０００次元の内容ベクトルＬを算出する（Ｓ１０
３）。この場合、一般語ベクトルKmが単数である場合には一般語ベクトルKmが抽出ベクト
ルに相当し、一般語ベクトルKm、Kn等が複数である場合には内容ベクトルＬが抽出ベクト
ルに相当する。
【００３３】
　そして、制御部１１は、基本語ｗ1、ｗ2、…ｗ2000を基底とする基準感性語ベクトルＴ

1、Ｔ2、…Ｔ40を基準感性語定義テーブル１４３２により認識し、２０００次元の一般語
ベクトルＫm或いは内容ベクトルＬについて、各基準感性語ベクトルＴ1、Ｔ2、…Ｔ40と
の内積Ｋm・Ｔ1=ａ1、Ｋm・Ｔ2=ａ2、…、Ｋm・Ｔ40=ａ40或いは内積Ｌ・Ｔ1=ａ1、Ｌ・
Ｔ2=ａ2、…、Ｌ・Ｔ40=ａ40を第１の相関量としてそれぞれ演算し（Ｓ１０４）、各内積
の値を要素とする４０次元の感性特徴ベクトルＳ=（ａ1 ａ2

… ａ40）を取得する（Ｓ１０５）。
【００３４】
　次いで、制御部１１は、４０次元の感性特徴ベクトルＳについて、評価ベクトルである
各色彩ベクトルＣ1、Ｃ2、…Ｃ256との内積Ｓ・
Ｃ1＝ｂ１1、Ｓ・ Ｃ2、＝ｂ１2、…、Ｓ・ Ｃ256＝ｂ１256を第２の相関量としてそれぞ
れ演算し（Ｓ１０６）、演算した内積値を対比して第２の相関量が最大である場合に相当
する最大の内積値ｂ１iに対応する色彩ベクトルＣiを特定し、これに対応する色彩ｃiを
特定し、特定した色彩ｃiのデータを色彩格納部１４２から抽出する（Ｓ１０７）。即ち
、本例のデザイン生成処理では、一般語ベクトルＫｉ或いは一般語ベクトルＫｉ及び内容
ベクトルＬの抽出・算出、感性特徴ベクトルＳの取得、色彩ベクトルＣｉの演算取得とい
う過程を経て抽出キーに対する各色彩の評価データの間接的な相関度を取得し、少なくと
も相関度が最大である色彩の評価データに対応する色彩ｃｉを格納する複数の色彩の中か
ら抽出する構成である。
【００３５】
　その後、制御部１１は、抽出した色彩ｃiのデータにより、例えば布地或いは織物の一
部分の領域である第１の領域１ａなど第１の領域内の色彩変更可能な第２の領域２ａなど
第２の領域の色彩を変更し、第２の領域に抽出した色彩ｃiが施された第１の領域を生成
して表示部１６で表示する（Ｓ１０８）。
【００３６】
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　尚、デザイン生成装置１０の制御部１１は、前記各色彩Ｃiに対応する内積Ｓ・
Ｃ1＝ｂ1、Ｓ・ Ｃ2、＝ｂ2、…、Ｓ・ Ｃ256＝ｂ256を演算取得した後、内積ｂ１1、ｂ
１2、…、ｂ１256の値を対比して内積値が大きい順に対応する色彩ｃ1、ｃ2、…ｃ256を
並べ、前記昇順で並べた色彩ｃ1、ｃ2、…ｃ256、又は上位５個若しくは１０個など上位
所定数の色彩を選択可能に表示部１６に表示すると共に、色彩選択ボタンを表示し、入力
部１５からの色彩選択ボタンの選択入力を受け付け、選択を受け付けた色彩ｃiのデータ
を色彩格納部１４２から抽出し、その抽出した色彩ｃiで第２の領域の色彩を変更し、第
２の領域に抽出した色彩ｃiが施された第１の領域を生成して表示部１６で表示する構成
としてもよい。
【００３７】
　また、上記例では、デザイン生成処理過程の画面を表示部１６で表示し、入力部１５か
らの入力を認識してデザイン生成処理を行い、デザイン生成の結果として第２の領域に抽
出した色彩ｃiが施された第１の領域を生成して表示部１６で表示する構成としたが、デ
ザイン生成装置１０は、デザイン生成処理過程の画面を通信網２０を介してユーザー端末
３０で表示し、ユーザー端末３０からの入力送信を受信して認識することによりデザイン
生成処理を行い、デザイン生成の結果として第２の領域に抽出した色彩ｃiが施された第
１の領域を生成してユーザー端末３０で表示する構成、或いはこれらの双方の構成とする
ことが可能である。
【００３８】
　更には、デザイン生成装置１０が、第２の領域に抽出した色彩を施して生成した第１の
領域の指定入力に応じて、その第１の領域に基づく物品外観の物品の受注情報若しくは表
示画像の受注情報を記憶する構成、又は、デザイン生成装置１０が、ユーザー端末３０か
らの第２の領域に抽出した色彩を施して生成した第１の領域の指定情報を通信網２０を介
して受信し、その第１の領域に基づく物品外観の物品の受注情報若しくは表示画像の受注
情報を記憶する構成、又はこれらの双方の構成を用い、物品や表示画像を受注可能にする
ことも可能である。
【００３９】
　第１実施形態のデザイン生成装置１０は、省労力の簡単な作業と低コストで、ユーザー
の好みに近い色彩が施された又はユーザーの好みに近い色彩が模様に施された物品外観や
表示画像のデザインを得ることができる。また、ユーザーの好みに近い色彩が施された又
はユーザーの好みに近い色彩が模様に施された物品外観や表示画像のデザインを介在者を
要さずに得ることができる。また、例えばユーザー端末３０から生成した第１の領域の物
品外観を有する物品や生成した第１の領域による表示画像を発注可能な構成とする場合、
ユーザーが好みに近い物品外観のデザインを有する物品や表示画像を発注して簡単に得る
ことができると共に、デザイン生成装置１０の運営者が、ユーザーの簡単な操作でユーザ
ーの好みに近い物品外観を有する物品や表示画像を提供するサービスを行うことができ、
新しいビジネスモデルを創出することができる。
【００４０】
　また、一般語ベクトルＫｉ或いは一般語ベクトルＫｉ及び内容ベクトルＬの抽出・算出
、感性特徴ベクトルＳの取得、色彩ベクトルＣｉの演算取得という過程を経て相関度を得
ることにより、抽出キーの感性を適切に評価して適合する最適な色彩Ｃiを抽出し、第２
の領域に色彩を施すことができる。更に、低オーダーで少数の基準感性語により色彩の印
象を感性的に評価する評価データは、統計的に入手する或いは心理学上の研究資料を取得
する等により実際に入手することが容易であり、デザイン生成装置１０は非常に高い具現
性を有すると共に、この評価データは人間が把握し易く分析が容易であり、評価データの
内容を随時分析し直し、人間の感性と色彩との適合性を持続的に向上していくことができ
る。
【００４１】
　〔第２実施形態のデザイン生成装置〕
　次に、第２実施形態のデザイン生成装置１０について説明する。
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【００４２】
　第２実施形態のデザイン生成装置１０は、基本的な構成は第１実施形態と同様であるが
（図１参照）、領域格納部１４１が、物品外観若しくは表示画像に対する第１の領域のデ
ータと、第１の領域内の一部である色彩変更可能な複数種の第２の領域のデータとを格納
している。例えば物品外観である布地或いは織物の表面に関するデータが格納される場合
、図１０の全体領域に相当する布地或いは織物の一部分の模様領域を第１の領域１ａとし
てデータが格納され、第１の領域１ａ内で横方向に延びる糸状或いは線状の部分的な領域
を色彩変更可能な第２の領域２ａとし、第２の領域２ａとは別の第１の領域１ａ内で横方
向に延びる糸状或いは線状の部分的な領域を色彩変更可能な第２の領域３ａとしてデータ
が格納される。
【００４３】
　そして、デザイン生成装置１０の制御部１１は、所定の制御プログラムに従い、図１０
の第１の領域１ａ内に色彩変更可能な第２の領域２ａ、３ａを有する布地或いは織物の一
部分の領域など、第２の領域を有する第１の領域或いは選択された第２の領域を有する第
１の領域を表示部１６で表示し、図１１に示すように、第１実施形態と同様、抽出キーの
認識、抽出キーに対応する一般語ｋｍ或いは複数の一般語ｋｍ、ｋn等の特定、一般語ベ
クトルKm或いは一般語ベクトルKm、Kn等の抽出、内容ベクトルＬの算出、基準感性語ベク
トルＴ1、Ｔ2、…Ｔ40の認識、第１の相関量である一般語ベクトルＫm或いは内容ベクト
ルＬと各基準感性語ベクトルＴ1、Ｔ2、…Ｔ40との内積演算、感性特徴ベクトルＳの取得
、第２の相関量である感性特徴ベクトルＳと各色彩ベクトルＣ1、Ｃ2、…Ｃ256との内積
演算を行う（Ｓ２０１～Ｓ２０６）。
【００４４】
　次いで、演算した内積値を対比して、第２の相関量である内積値が大きい順に対応する
所定複数個数の色彩ベクトルＣi・・を特定し、これに対応する色彩ｃi・・を特定して、
特定した色彩ｃi・・のデータを色彩格納部１４２から抽出する（Ｓ２０７）。即ち、本
例のデザイン生成処理では、抽出キーに対する相関度が大きい順に、複数の色彩の評価デ
ータである内積値を取得し、色彩の評価データに対応する色彩ｃi・・を格納する複数の
色彩の中から抽出する構成である。
【００４５】
　次いで、制御部１１は、抽出した色彩ｃi・・のデータにより、例えば布地或いは織物
の所定範囲の模様領域である第１の領域１ａなど第１の領域内の色彩変更可能な第２の領
域２ａ、３ａなど複数の細分領域である第２の領域の各々の色彩を変更し、複数種の第２
の領域に抽出した色彩ｃi・・を施された第１の領域を生成して表示部１６で表示する（
Ｓ２０８）。この際には、例えば第２の領域２ａに抽出した第１の色彩ｃiを施し、第２
の領域３ａに抽出した第２の色彩ｃjを施した第１の領域１ａと、第２の領域２ａに抽出
した第１の色彩ｃjを施し、第２の領域３ａに抽出した第２の色彩ｃiを施した第１の領域
１ａとを併せて表示するなど、複数種の第２の領域に抽出した複数種の色彩を組み合わせ
て施した複数種類の第１の領域を生成して表示する構成等とする。
【００４６】
　その後、制御部１１は、表示部１６で表示されている複数の第１の領域の中から、入力
部１５による選択入力を認識し、選択入力された第１の領域を単体で表示部１６に表示す
る（Ｓ２０９）。尚、第１実施形態の変形例と同様に、表示部１６で所定画面を表示する
構成に代え、ユーザー端末３０で表示する構成、或いはこれらの双方の構成とすることが
可能であり、更に、抽出した色彩が施された第１の領域の指定入力或いは指定情報の受信
に応じて、その第１の領域に基づく物品外観の物品の受注情報若しくは表示画像の受注情
報を記憶する構成等とすることが可能である。
【００４７】
　第２実施形態のデザイン生成装置１０は、第１実施形態と同様の効果を奏すると共に、
複数の特定された色彩ｃi・・が複数種の第２の領域に施された複数種の第１の領域を出
力し、選択可能とすることにより、ユーザーの好みに適合する色彩が施された物品外観や
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表示画像のデザインを得ることができる。
【００４８】
　〔第３実施形態のデザイン生成装置〕
　次に、第３実施形態のデザイン生成装置１０について説明する。
【００４９】
　第３実施形態のデザイン生成装置１０は、図１２に示すように、第１実施形態と同様、
制御部１１と、制御プログラム記憶部１２と、ワーキングメモリ１３と、ハードディスク
１４と、入力部１５と、表示部１６と、通信制御部１７とを備え、通信網２０を介してユ
ーザー端末３０に接続される。
【００５０】
　ハードディスク１４の記憶領域には、物品外観若しくは表示画像若しくはその双方に対
する第１の領域のデータと、第１の領域内の一部である色彩変更可能な第２の領域のデー
タとを格納する領域格納部１４１と、複数の色彩のデータを格納する色彩格納部１４２と
、色彩格納部１４２に格納されている複数の色彩の各々について対応する色彩の評価デー
タを格納する色彩評価格納部１４３とが設けられている。この領域格納部１４１には、第
１の領域として所定範囲の模様領域が複数格納されていると共に、所定範囲の模様領域内
の第２の領域として色彩変更可能な部分的な領域が格納されている。
【００５１】
　更に、ハードディスク１４の記憶領域には、領域格納部１４１に格納されている複数の
模様領域の各々について対応する模様の評価データを格納する模様評価格納部１４４が設
けられている。模様評価格納部１４４には、例えば図１３に示すように、模様感性評価テ
ーブル１４４１と、基準感性語定義テーブル１４４２と、一般語定義テーブル１４４３と
が設定記憶される。
【００５２】
　模様感性評価テーブル１４４１は、例えば図１４に示すように、１００個の模様ｐ1、
ｐ2、…ｐ100と、４０語の基準感性語ｔ1、ｔ2、…ｔ40とを用い、各模様ｐiの印象をそ
れぞれ４０語の基準感性語ｔ1、ｔ2、…ｔ40で感性的に評価した評価データを記憶する。
この評価データは、例えば任意の模様ｐiが「朗らかな」、「楽しい」、「落ち着いた」
、「上品な」、「涼しげな」等の各基準感性語ｔiに当てはまる場合に評価値「１」、当
てはまらない場合に評価値「－１」、どちらでもない場合に評価値「０」で評価する。任
意の模様ｐiが各基準感性語ｔiに当てはまる、当てはまらない、どちらでもないの評価に
は心理学上の統計データを用い、例えば「１」と評価した被験者が多いものは「１」、「
－１」と評価した被験者が多いものは「－１」、「０」と評価した被験者が多いものは「
０」とする。尚、模様数は本例では１００個としているが、その数は適宜である。また、
本例の基準感性語ｔは４０語としているが、その数は色彩の場合と同様に適宜である。
【００５３】
　この模様感性評価テーブル１４４１においては、各模様ｐ1、ｐ2、…ｐ100について、
各々４０語の基準感性語ｔ1、ｔ2、…ｔ40の評価値を要素とする模様ベクトルＰ1、Ｐ2、
…Ｐ100を評価ベクトルとして認識することが可能であり、換言すれば模様感性評価テー
ブル１４４１は、模様ｐ1、ｐ2、…ｐ100と基準感性語ｔ1、ｔ2、…ｔ40の相関関係を表
す模様ベクトルＰ1、Ｐ2、…Ｐ100のデータを記憶している。
【００５４】
　基準感性語定義テーブル１４４１は、色彩評価格納部１４３の基準感性語定義テーブル
１４３２と同一構成であり、基準感性語ｔ1、ｔ2、…ｔ40と基本語ｗ1、ｗ2、…ｗ2000の
相関関係を表す基準感性語ベクトルＴ1、Ｔ2、…Ｔ40のデータを記憶している。また、一
般語定義テーブル１４４３も、色彩評価格納部１４３の一般語定義テーブル１４３３と同
一構成であり、一般語ｋ1、ｋ2、…ｋ60000と基本語ｗ1、ｗ2、…ｗ2000の相関関係を表
す一般語ベクトルＫ1、Ｋ2、…Ｋ60000のデータを記憶している。
【００５５】
　次に、第３実施形態のデザイン生成装置１０のデザイン生成処理の実行手順について説
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明する（図１５参照）。
【００５６】
　先ず、デザイン生成装置１０の制御部１１は、所定の制御プログラムに従い、模様の抽
出キーの入力欄と抽出実行ボタンを有する画面を表示部１６に表示する。ユーザーが入力
部１５により、本例ではキーワードである所望の模様の抽出キーの入力及び抽出実行ボタ
ンの指定入力を行うと、制御部１１は、模様の抽出キーに対応する模様の抽出実行入力を
受け付けて入力された模様の抽出キーを認識し、模様の抽出キーに対応する一般語定義テ
ーブル１４４３の単数の一般語ｋｍ或いは複数の一般語ｋｍ、ｋn等を特定する（Ｓ３０
１）。
【００５７】
　次いで、制御部１１は、一般語定義テーブル１４４３の基本語ｗ1、ｗ2、…ｗ2000を基
底とする一般語ベクトルＫ1、Ｋ2、…K60000の中から、前記抽出した一般語ｋm或いは一
般語ｋm、ｋn等の基本語ｗ1、ｗ2、…ｗ2000を基底とする一般語ベクトルKm或いは一般語
ベクトルKm、Kn等を抽出し（Ｓ３０２）、一般語ベクトルが複数である場合には、抽出し
た一般語ベクトルKm、Kn等の和である２０００次元の内容ベクトルＬを算出する（Ｓ３０
３）。この場合、一般語ベクトルKmが単数である場合には一般語ベクトルKmが抽出ベクト
ルに相当し、一般語ベクトルKm、Kn等が複数である場合には内容ベクトルＬが抽出ベクト
ルに相当する。
【００５８】
　そして、制御部１１は、基本語ｗ1、ｗ2、…ｗ2000を基底とする基準感性語ベクトルＴ

1、Ｔ2、…Ｔ40を基準感性語定義テーブル１４４２により認識し、２０００次元の一般語
ベクトルＫm或いは内容ベクトルＬについて、各基準感性語ベクトルＴ1、Ｔ2、…Ｔ40と
の内積Ｋm・Ｔ1=ａ1、Ｋm・Ｔ2=ａ2、…、Ｋm・Ｔ40=ａ40或いは内積Ｌ・Ｔ1=ａ1、Ｌ・
Ｔ2=ａ2、…、Ｌ・Ｔ40=ａ40を第１の相関量としてそれぞれ演算し（Ｓ３０４）、各内積
の値を要素とする４０次元の感性特徴ベクトルＳ=（ａ1 ａ2

… ａ40）を取得する（Ｓ３０５）。
【００５９】
　次いで、制御部１１は、４０次元の感性特徴ベクトルＳについて、評価ベクトルである
各模様ベクトルＰ1、Ｐ2、…Ｐ100との内積Ｓ・
Ｐ1＝ｂ２1、Ｓ・ Ｐ2、＝ｂ２2、…、Ｓ・ Ｐ100＝ｂ２100を第２の相関量としてそれぞ
れ演算し（Ｓ３０６）、演算した内積値を対比して第２の相関量が最大である場合に相当
する最大の内積値ｂ２iに対応する模様ベクトルＰiを特定し、これに対応する所定範囲の
模様領域である模様ｐiを特定し、特定した模様ｐiのデータを領域格納部１４１から抽出
する（Ｓ３０７）。即ち、本例のデザイン生成処理では、一般語ベクトルＫｉ或いは一般
語ベクトルＫｉ及び内容ベクトルＬの抽出・算出、感性特徴ベクトルＳの取得、模様ベク
トルＰｉの演算取得という過程を経て模様の抽出キーに対する各模様の評価データの間接
的な相関度を取得し、少なくとも相関度が最大である模様の評価データに対応する所定範
囲の模様領域である模様ｐｉを格納する複数の模様の中から抽出する構成である。
【００６０】
　次いで、制御部１１は、抽出した模様ｐiのデータにより、模様ｐiに対応する、色彩変
更可能な部分的な領域を有する所定範囲の模様領域を生成して表示部１６で表示する（Ｓ
３０８）。この所定範囲の模様領域は、例えば図２の色彩変更可能な第２の領域２ａを有
する布地或いは織物の一部分の領域である第１の領域１ａ、色彩変更可能な第２の領域を
有する家具の全部又は一部、表示画像の全体又は一部等として表示される。更に、制御部
１１は、その所定範囲の模様領域の表示画面において、色彩の抽出キーの入力欄と抽出実
行ボタンを表示し、或いはその表示画面における所定ボタンの指定入力により、色彩の抽
出キーの入力欄と抽出実行ボタンを有する画面を表示部１６に表示する。
【００６１】
　そして、ユーザーが入力部１５により、本例ではキーワードである所望の色彩の抽出キ
ーの入力及び抽出実行ボタンの指定入力を行うと、制御部１１は、第１実施形態と同様の
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処理を行い、色彩の抽出キーに対応して最大の内積値を有する色彩ベクトルＣiを特定し
、これに対応する色彩ｃiを特定して色彩格納部１４２から抽出する（Ｓ３０９）。
【００６２】
　その後、制御部１１は、前述の抽出した模様ｐiに対応する所定範囲の模様領域の色彩
変更可能な部分的な領域に、抽出した色彩ｃiを施し、色彩変更可能な部分的な領域であ
る第２の領域に抽出した色彩ｃiが施された所定範囲の模様領域である第１の領域を生成
して表示部１６で表示する（Ｓ３１０）。尚、色彩の抽出キーを模様の抽出キーと同一と
し、この抽出キーの入力に応じて、対応する模様と色彩を有する第１の領域を生成、表示
する構成とすることも可能である。
【００６３】
　尚、所定範囲の模様領域は、例えば色彩変更可能な部分的な領域を内部に有する靴の所
定範囲の模様領域、或いは色彩変更可能な部分的な領域を内部に有する表示画像の所定範
囲の模様領域等とすることが可能であり、又、表示部１６等で表示する際には、第１の領
域に相当する所定範囲の模様領域が表示される構成であれば、所定範囲の模様領域のみ或
いは所定範囲の模様領域を含む靴の全体或いはそれより大きい範囲の表示画像等とするな
ど適宜である。
【００６４】
　また、デザイン生成装置１０の制御部１１は、各模様Ｐi、各色彩Ｃiに対応する内積を
演算取得した後、内積の値を対比して内積値が大きい順に対応する模様ｐ1、ｐ2、…ｐ10

0、色彩ｃ1、ｃ2、…ｃ256を並べ、その昇順で並べた模様ｐ1、ｐ2、…ｐ100、色彩ｃ1、
ｃ2、…ｃ256、又は上位５個若しくは１０個など上位所定数の模様、色彩を選択可能に表
示部１６に表示すると共に、模様選択ボタン、色彩選択ボタンを表示し、入力部１５から
の選択入力を受け付け、選択を受け付けた模様ｐi、色彩ｃiのデータを領域格納部１４１
、色彩格納部１４２から抽出し、その抽出した模様ｃi、色彩ｃiによる所定範囲の模様領
域である第１の領域を生成して表示部１６で表示する構成としてもよい。
【００６５】
　また、第３実施形態において、第２実施形態の様に、複数の色彩ｃi・・を抽出し、例
えば布地或いは織物の所定範囲の模様領域である第１の領域１ａなど第１の領域内の色彩
変更可能な第２の領域２ａ、３ａなど複数の細分領域である第２の領域の各々の色彩を変
更し、複数種の第２の領域に抽出した色彩ｃi・・を施された第１の領域を生成して表示
部１６で表示する構成とし、更に、表示部１６で表示されている複数の第１の領域の中か
ら、選択入力された第１の領域を単体で表示部１６に表示する構成等とすることも可能で
ある。
【００６６】
　また、第３実施形態では、第１実施形態の変形例と同様に、表示部１６で所定画面を表
示する構成に代え、ユーザー端末３０で表示する構成、或いはこれらの双方の構成とする
ことが可能であり、更に、抽出した色彩が施された第１の領域に相当する所定範囲の模様
領域の指定入力或いは指定情報の受信に応じて、その第１の領域に基づく物品外観の物品
の受注情報若しくは表示画像の受注情報を記憶する構成等とすることが可能である。
【００６７】
　第３実施形態のデザイン生成装置１０は、第１実施形態と同様の効果を奏すると共に、
省労力の簡単な作業と低コストで、ユーザーの好みに近い色彩がユーザーの好みに近い模
様に施された物品外観や表示画像のデザインを得ることができる。
【００６８】
　〔第４実施形態のデザイン生成装置〕
　次に、第４実施形態のデザイン生成装置１０について説明する。
【００６９】
　第４実施形態のデザイン生成装置１０は、図１６に示すように、第１実施形態と同様、
制御部１１と、制御プログラム記憶部１２と、ワーキングメモリ１３と、ハードディスク
１４と、入力部１５と、表示部１６と、通信制御部１７とを備え、通信網２０を介してユ
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ーザー端末３０に接続される。
【００７０】
　ハードディスク１４の記憶領域には、物品外観若しくは表示画像若しくはその双方に対
する第１の領域のデータと、第１の領域内の一部である色彩変更可能な第２の領域のデー
タとを格納する領域格納部１４１と、複数の色彩のデータを格納する色彩格納部１４２と
、色彩格納部１４２に格納されている複数の色彩の各々について対応する色彩の評価デー
タを格納する色彩評価格納部１４３とが設けられ、更に、専門家のデザインによる物品外
観若しくは表示画像に対する専門家デザイン領域を格納する専門家デザイン領域格納部１
４５が設けられている。第２の領域を有する第１の領域、この第１の領域に対応する領域
である専門家デザイン領域は選択可能に複数格納することが好ましい。
【００７１】
　第４実施形態のデザイン生成装置１０でデザイン生成処理を実行する際には、図１７に
示すように、制御部１１は、第１実施形態と同様の処理を行い、色彩の抽出キーに対応し
て最大の内積値を有する色彩ベクトルＣiを特定し、これに対応する色彩ｃiを特定して色
彩格納部１４２から抽出し、色彩変更可能な部分的な領域である第２の領域に抽出した色
彩ｃiが施された第１の領域を生成して表示部１６で表示する（Ｓ４０１）。
【００７２】
　更に、制御部１１は、この第１の領域の表示画面等において専門家デザイン領域の抽出
実行ボタンを表示し、この抽出実行ボタンの入力に応じて、抽出した色彩ｃiを施して生
成した第１の領域と専門家デザイン領域との相関度を取得し（Ｓ４０２）、少なくとも相
関度が最大である専門家デザイン領域を抽出し（Ｓ４０３）、抽出した専門家デザイン領
域を表示部１６で表示して出力する（Ｓ４０４）。
【００７３】
　抽出した色彩ｃiを施して生成した第１の領域と専門家デザイン領域との相関度を取得
して少なくとも相関度が最大である専門家デザイン領域を抽出する構成は適宜の類似画像
検索の構成とすることが可能であり、例えば第１の領域の画像と専門家デザイン領域の画
像について面積の等しい縦横ｍ×ｎ個の領域にそれぞれ分割し、この分割領域の各々につ
いて、画像中のＲＧＢの各画素数の頻度を数値化したカラーヒストグラムや、縦横のエッ
ジの画素数を数値化したテクスチャなどの各係数から特徴ベクトルを求め、第１の領域の
画像と各専門家デザイン領域の画像について各分割領域毎に特徴ベクトル間の距離をそれ
ぞれ求め、各領域ごとに求めた特徴ベクトル間の距離の総和が最も小さいもの、或いは設
定閾値よりも小さい値を有するものを抽出する構成等とすることが可能である（特許文献
３参照）。
【００７４】
　尚、この第４実施形態の例では、第１実施形態のデザイン生成装置１０の処理手順を前
提とする構成としたが、第１実施形態の変形例、第２実施形態及びその変形例、或いは第
３実施形態及びその変形例のデザイン生成装置１０で第１の領域を生成し、この第１の領
域と相関度が高い専門家デザイン領域を抽出する構成とすることも可能である。
【００７５】
　また、第４実施形態では、第１実施形態の変形例と同様に、第１の領域、専門家デザイ
ン領域を表示部１６で所定画面を表示する構成に代え、ユーザー端末３０で表示する構成
、或いはこれらの双方の構成とすることが可能であり、更に、専門家デザイン領域の指定
入力或いは指定情報の受信に応じて、その専門家デザイン領域に基づく物品外観の物品の
受注情報若しくは表示画像の受注情報を記憶する構成等とすることが可能である。
【００７６】
　第４実施形態のデザイン生成装置１０は、第１実施形態と同様の効果を奏すると共に、
省労力の簡単な作業と低コストで、ユーザーの好みに近い専門家のデザインによる物品外
観や表示画像のデザインを得ることができる。
【００７７】
　〔実施形態の変形例等〕
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　本明細書開示の発明は、各発明、各実施形態及びその変形例の構成の他に、適用可能な
範囲で、これらの部分的な構成を本明細書開示の他の構成に変更して特定したもの、或い
はこれらの構成に本明細書開示の他の構成を付加して特定したもの、或いはこれらの部分
的な構成を部分的な作用効果が得られる限度で削除して特定した上位概念化したものを包
含する。そして、下記変形例も包含する。
【００７８】
　例えば一種類の第２の領域の一部或いは複数種類の第２の領域の一種類など、生成した
第１の領域の一部の指定、入力部１６の入力による選択可能に表示される色彩の選択に応
じて、制御部１１が生成した第１の領域の一部に別の色彩を施して修正後の第１の領域を
生成し、この修正後の第１の領域を表示部１６で表示して出力する構成、或いは所定範囲
の模様領域など、生成した第１の領域の指定、入力部１６の入力による選択可能に表示さ
れる模様の選択に応じて、制御部１１が生成した第１の領域である模様を変更して修正後
の第１の領域を生成し、この修正後の第１の領域を表示部１６で表示して出力する構成と
することも可能である。後者の場合には、模様の抽出キーに対して次順位、次々順位の模
様、或いは画像類似度のデータを記憶して抽出する等により生成した第１の領域の模様と
相関度が高い順に所定個数の模様を選択可能に表示し、選択された所定範囲の模様領域の
色彩変更可能な部分的な領域に生成した修正前の第１の領域の第２の領域に施した色彩と
同じ色彩を施して表示する構成等とすることが可能である。
【００７９】
　更に、この修正後の第１の領域も、修正しない第１の領域や専門家デザイン領域と同様
に、制御部１１が出力して通信網２０を介してユーザー端末３０に送信し、修正後の第１
の領域の指定情報を通信網２０を介してユーザー端末３０から受信し、修正後の第１の領
域に基づく物品外観の物品の受注情報若しくは表示画像の受注情報を記憶する構成とする
ことが可能である。
【００８０】
　また、上記実施形態では、一般語ベクトルＫｉ或いは一般語ベクトルＫｉ及び内容ベク
トルＬの抽出・算出、感性特徴ベクトルＳの取得、色彩ベクトルＣｉ、模様ベクトルＰｉ

の演算取得という過程を経て抽出キーに対する各色彩、各模様の評価データの間接的な相
関度を取得する構成としたが、例えば抽出キーと同じ一般語ｋｉと色彩ｃｉとを結びつけ
、このリンクに重み付けを有する概念辞書、抽出キーと同じ一般語ｋｉと模様ｐｉとを結
びつけ、このリンクに重み付けを有する概念辞書を構築してハードディスク１４に格納し
、この概念辞書を参照して重み付けによる相関度が高いものを取得するなど、適宜の構成
で間接的な相関度を取得することが可能である。
【００８１】
　また、複数の色彩のデータを色彩格納部１４２に格納すると共に、複数の色彩の各々に
対応する色彩の評価データとして、抽出キーである入力可能な所定のキーワードに対する
評点を各色彩毎に設定して色彩評価格納部１４３に格納し、入力される抽出キーに対する
各色彩の評点を直接的な相関度として取得し、直接的な相関度である評点が最大である色
彩或いは評点が大きい順に所定個数の色彩を抽出する構成、又は複数の模様のデータを領
域格納部１４１に格納すると共に、複数の領域の各々に対応する領域の評価データとして
、抽出キーである入力可能な所定のキーワードに対する評点を各領域毎に設定して模様評
価格納部１４４に格納し、入力される抽出キーに対する各模様の評点を直接的な相関度と
して取得し、直接的な相関度である評点が最大である模様或いは評点が大きい順に所定個
数の模様を抽出する構成、又はその双方の構成など、入力される抽出キーに対応する直接
的な相関度を取得して色彩や模様を抽出する構成とすることも可能である。
【００８２】
　その他にも、適宜の相関度を取得して処理することが可能であり、又、抽出する色彩や
模様は、少なくとも相関度が最大であるものを抽出すれば、単数抽出する、又は相関度の
大きい順に所定個数或いは全部抽出する、又は相関度が記憶されている設定閾値以上のも
のだけを抽出する構成とするなど適宜である。
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【００８３】
　また、上記実施形態では抽出キーをキーワードとする場合について説明したが、キーワ
ードはキーボード等で入力されるものの他、所定の制御プログラムに従って動作する音声
認識部及びマイクロフォンをデザイン生成装置１０に設け、マイクロフォンと音声認識部
で認識された音声のキーワードを取得する構成、或いは画像や音楽に対応設定されている
キーワードを取得する構成等としてもよい。
【００８４】
　更に、抽出キーはキーワードの他に、画像、又は音楽とすることが可能である。抽出キ
ーを画像とする場合、例えば図１２の第３実施形態の構成に、基本色のデータを格納する
基本色データ格納部１４６をハードディスク１４に設けると共に、その色彩評価格納部１
４３と模様評価格納部１４４に、一般語定義テーブル１４３３、１４４３を設けない構成
等とする（図１８、図１９参照）。更に、色彩評価格納部１４３の基準感性語定義テーブ
ル１４３２ａと模様評価格納部１４４の基準感性語定義テーブル１４４２ａは、それぞれ
図２０に示す内容とする。尚、抽出キーをキーワードとする場合も併用して行える構成と
する場合には、第３実施形態と同様に色彩評価格納部１４３と模様評価格納部１４４に、
一般語定義テーブル１４３３、１４４３を設定記憶し、更にこの変形例における構成を付
加する構成とする。
【００８５】
　図２０の基準感性語定義テーブル１４３２ａ、１４４２ａは、４０語の基準感性語ｔ1

、ｔ2、…ｔ40と、８種類の基本色ｂｃ1、ｂｃ2、…ｂｃ8とを用い、各基準感性語ｔiを
それぞれ８種類の基本色ｂｃ1、ｂｃ2、…ｂｃ8の評価値で定義したデータを記憶するも
のである。このデータでは、任意の基準感性語ｔiの基本色ｂｃiによる定義に於いて、基
本色ｂｃiが基準感性語ｔiに対して肯定的な印象である場合には評価値「１」、否定的な
印象である場合には評価値「－１」、肯定・否定のどちらでもない場合には評価値「０」
で評価している。基準感性語定義テーブル１４３２ａ、１４４２ａには、色彩心理学の統
計的なデータを適宜使用することが可能であり、又、基本色の個数は適宜設定することが
可能である。尚、基準感性語定義テーブル１４３２ａ、１４４２ａはハードディスク１４
に記憶される物理的なものとしては単一としても、別にしてもよい。
【００８６】
　この基準感性語定義テーブル１４３２ａ、１４４２ａから、各基準感性語ｔ1、ｔ2、…
ｔ40について、各々８種類の基本色ｂｃ1、ｂｃ2、…ｂｃ8の評価値を要素とする基準感
性語ベクトルＴ'1、Ｔ'2、…Ｔ'40を認識することが可能であり、換言すれば基準感性語
定義テーブル１４３２ａ、１４４２ａは、基準感性語と基本色の相関関係を表す基準感性
語ベクトルＴ'1、Ｔ'2、…Ｔ'40のデータを記憶している。
【００８７】
　そして、デザイン生成処理を実行する際には、図２１に示すように、制御部１１は、入
力部１５による所望の抽出キーである画像の指定入力とデザイン生成の実行入力を認識し
、指定画像の各画素の色データを基本色データ格納部１４６の色データと照合して画素の
色を認識し、基本色ｂｃ1、ｂｃ2、…ｂｃ8の各々の画素数をカウントして取得し（Ｓ５
０１）、各基本色の画素数を要素の評価値とする８次元の内容ベクトルＬ'を算出する（
Ｓ５０２）。この内容ベクトルＬ'は抽出ベクトルに相当する。
【００８８】
　更に、制御部１１は、基本色ｂｃ1、ｂｃ2、…ｂｃ8を基底とする基準感性語ベクトル
Ｔ'1、Ｔ'2、…Ｔ'40を基準感性語定義テーブル１４３２ａ、１４４２ａにより認識し、
８次元の内容ベクトルＬ'について、各基準感性語ベクトルＴ'1、Ｔ'2、…Ｔ'40との内積
Ｌ'・Ｔ'1=ｄ1、Ｌ'・Ｔ'2=ｄ2、…、Ｌ'・Ｔ'40=ｄ40をそれぞれ演算し（Ｓ５０３）、
各内積の値を要素とする４０次元の感性特徴ベクトルＳ'=（ｄ1 ｄ2 … ｄ40）を取得す
る（Ｓ５０４）。
【００８９】
　次いで、制御部１１は、４０次元の感性特徴ベクトルＳ’について、評価ベクトルであ
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る各模様ベクトルＰ1、Ｐ2、…Ｐ100との内積Ｓ’・ Ｐ1＝ｂ２1、Ｓ’・ Ｐ2、＝ｂ２2

、…、Ｓ’・ Ｐ100＝ｂ２100を相関量としてそれぞれ演算し（Ｓ５０５）、演算した内
積値を対比して相関量が最大である場合に相当する最大の内積値ｂ２iに対応する模様ベ
クトルＰiを特定し、これに対応する所定範囲の模様領域である模様ｐiを特定し、特定し
た模様ｐiのデータを領域格納部１４１から抽出する（Ｓ５０６）。
【００９０】
　また、制御部１１は、４０次元の感性特徴ベクトルＳ’について、評価ベクトルである
各色彩ベクトルＣ1、Ｃ2、…Ｃ256との内積Ｓ’・ Ｃ1＝ｂ１1、Ｓ’・ Ｃ2、＝ｂ１2、
…、Ｓ’・ Ｃ256＝ｂ１256を第２の相関量としてそれぞれ演算し（Ｓ５０７）、演算し
た内積値を対比して第２の相関量が最大である場合に相当する最大の内積値ｂ１iに対応
する色彩ベクトルＣiを特定し、これに対応する色彩ｃiを特定し、特定した色彩ｃiのデ
ータを色彩格納部１４２から抽出する（Ｓ５０８）。
【００９１】
　その後、制御部１１は、抽出した模様ｐiの所定範囲の模様領域の色彩変更可能な部分
的な領域に、抽出した色彩ｃiを施し、色彩変更可能な部分的な領域である第２の領域に
抽出した色彩ｃiが施された所定範囲の模様領域である第１の領域を生成して表示部１６
で表示する（Ｓ５０９）。
【００９２】
　また、抽出キーを音楽とする場合、図２２に示すように、基本色データ格納部１４６に
代えて、基本音楽要素を評価する基準データを記憶する基本音楽要素基準データ格納部１
４７を設け、色彩評価格納部１４３の基準感性語定義テーブル１４３２ｂと模様評価格納
部１４４の基準感性語定義テーブル１４４２ｂは、それぞれ図２３に示す内容とする。尚
、対応する構成を設けて、抽出キーをキーワードや画像とする場合も併用して行えるよう
にすることも可能である。
【００９３】
　図２３の基準感性語定義テーブル１４３２ｂ、１４４２ｂは、４０語の基準感性語ｔ1

、ｔ2、…ｔ40と、「テンポ」、「リズム」、「ハーモニー」、「ピッチ」など８種類の
基本音楽要素ｍ1、ｍ2、…ｍ8とを用い、各基準感性語ｔiをそれぞれ８種類の基本音楽要
素ｍ1、ｍ2、…ｍ8の評価値で定義したデータを記憶するものである。このデータでは、
任意の基準感性語ｔiの基本音楽要素ｍiによる定義に於いて、基本音楽要素ｍiが基準感
性語ｔiに対して肯定的な印象である場合には評価値「１」、否定的な印象である場合に
は評価値「－１」、肯定・否定のどちらでもない場合には評価値「０」で評価している。
基準感性語定義テーブル１４３２ｂ、１４４２ｂには、音響心理学の統計的なデータを適
宜使用することが可能であり、又、基本音楽要素の個数は適宜設定することが可能である
。尚、基準感性語定義テーブル１４３２ｂ、１４４２ｂはハードディスク１４に記憶され
る物理的なものとしては単一としても、別にしてもよい。
【００９４】
　この基準感性語定義テーブル１４３２ｂ、１４４２ｂから、各基準感性語ｔ1、ｔ2、…
ｔ40について、各々８種類の基本音楽要素ｍ1、ｍ2、…ｍ8の評価値を要素とする基準感
性語ベクトルＴ”1、Ｔ”2、…Ｔ”40を認識することが可能であり、換言すれば基準感性
語定義テーブル１４３２ｂ、１４４２ｂは、基準感性語と基本音楽要素の相関関係を表す
基準感性語ベクトルＴ”1、Ｔ”2、…Ｔ”40のデータを記憶している。
【００９５】
　そして、デザイン生成処理を実行する際には、制御部１１は、入力部１５による所望の
抽出キーである音楽の入力とデザイン生成の実行入力を認識し、入力された音楽の基本音
楽要素を認識し、各基本音楽要素について音楽要素基準データ格納部１６８に格納されて
いる基準データと対比し、認識した各基本音楽要素の基準データに対する相対的な評価値
（例えば基準データを０．０とした相対的な比較値等）を取得し、この各基本音楽要素の
相対的な評価値を要素とする内容ベクトルＬ”を算出する。この内容ベクトルＬ”は抽出
ベクトルに相当する。
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　その後は、上記基本色の場合と同様の処理を行い、制御部１１は、抽出した模様ｐiの
所定範囲の模様領域の色彩変更可能な部分的な領域に、抽出した色彩ｃiを施し、色彩変
更可能な部分的な領域である第２の領域に抽出した色彩ｃiが施された所定範囲の模様領
域である第１の領域を生成して表示部１６で表示する。尚、第３実施形態の処理等を応用
し、色彩の抽出キーである音楽、画像若しくはキーワードと、模様の抽出キーである音楽
、画像若しくはキーワードとを組み合わせて入力し、この抽出キーの入力に応じて、対応
する模様と対応する色彩を抽出し、第１の領域を生成、表示する構成とすることも可能で
ある。
【００９７】
　また、抽出キーを画像や音楽とする場合も、上記実施形態の変形例におけるユーザー端
末３０による処理と同様の処理等を行うことが可能である。ユーザー端末３０で通信網２
０を介してデザイン生成装置１０に接続し、抽出キーを画像や音楽とすることを可能にす
る構成により、外出先でユーザーがユーザー端末３０で撮像した画像やマイクロフォンで
入力した音楽等をデザイン生成装置１０に送信し、これらを抽出キーとする所望のデザイ
ンを生成することができる。
【００９８】
　また、抽出キーを画像にして模様を抽出する場合、例えば特許文献３のような適宜の類
似画像の検索技術の構成により、抽出キーの画像と相関度が高い類似する画像の模様を抽
出する構成としてもよい。
【００９９】
　また、色彩の抽出キーで色彩を抽出する場合の相関度取得による処理と、模様の抽出キ
ーで模様を抽出する場合の相関度取得による処理とで、異なる相関度取得による処理とす
ることも可能である。
【０１００】
　また、デザイン生成装置１０において、色彩或いは模様或いはその双方と基準感性語の
対応関係に用いる心理学上の統計データを特定の地域や文化圏で取得したものとする場合
には、例えば中国風、インド風、ヨーロッパ風、漢字文化圏或いは西洋文化圏など、地域
固有や文化固有のデザインを生成することが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【０１０１】
　本発明は、例えば物品外観として布地、鞄、靴、カメラ、テーブルクロス、洋服、本の
表紙、広告看板、ガラス装飾・広告等の各種物品の色彩を有する外観のデザインを生成す
る際に利用することができる。或いは、表示画像として電子書籍内の文字フォントと背景
、ウェブページの文字フォントと背景、携帯電話の壁紙、コンピュータディスプレーのス
クリーン上の壁紙、ゲーム機の表示画像、広告ディスプレーの表示画像等の各種色彩を有
する表示画像のデザインを生成する際に利用することができる。
【符号の説明】
【０１０２】
１ａ、１ｂ、１ｃ…第１の領域　２ａ、２ｂ、２ｃ、３ａ…第２の領域　１０…デザイン
生成装置　１１…制御部　１２…制御プログラム記憶部　１３…ワーキングメモリ　１４
…ハードディスク　１４１…領域格納部　１４２…色彩格納部　１４３…色彩評価格納部
　１４４…模様評価格納部　１４５…専門家デザイン領域格納部　１４６…基本色データ
格納部　１４７…基本音楽要素基準データ格納部　１４３１…色彩感性評価テーブル　１
４４１…模様感性評価テーブル　１４３２、１４３２ａ、１４３２ｂ、１４４２、１４４
２ａ、１４４２ｂ…基準感性語定義テーブル　１４３３、１４４３…一般語定義テーブル
　１５…入力部　１６…表示部　１７…通信制御部　２０…通信網　３０…ユーザー端末
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